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  60周年記念 MCCフォトコンテスト入賞作品

総評

金　賞
『紅雪庇』
小田　薫（東京）

　今回の第19回MCC フォトコンテストは、
マミヤカメラクラブ創設60年の節目の年に
あたりました。
　記念の回ということで、いつもより多くの
方々から、ご応募を頂きましたが、何れも厳
選された作品ばかりで優劣付け難く、選考
には嬉しい苦労をしました。どの作品からも
撮影を楽しまれている姿が目に浮かび、全国
津々浦々で様々な写真ライフが営まれている
ことの素晴らしさを改めて実感した次第です。
　どうぞこれからも、マミヤカメラの魅力を
活かして撮影をお楽しみください。末筆です
が皆様のご健康とマミヤカメラクラブの末長
いご発展をお祈りいたします。

マミヤ７Ⅱの魅力が遺憾なく発揮された作品です。
遠くの雲海に浮かぶ山、樹林帯を舞う雪煙、崩
れた雪庇など様々な自然の営みがドラマチック
な演出効果を添えています。
マミヤ7Ⅱ  N80㎜F4L  f16  オート  ベルビア100 SL

日本写真家協会会員       原  弘男
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  60周年記念 MCCフォトコンテスト入賞作品

銀　賞
『春の淡雪』　飯塚　光男（東京）
この春は花が咲いてから、たびたび雪が降りましたが、そのタイミングを
逃さず撮影した努力の成果です。シャッタースピードの設定が的確で降る
雪がほどよく表現されています。
RZ67プロⅡ  APO Z350㎜F5.6  f8  1/125秒  ベルビア50

銀　賞　
『雪の竹林』　太田　秀男（長野） 4ページ上

銀　賞　
『初秋の花』　行川　征子（埼玉） 4ページ下

雪を被った竹の姿がまるで迫ってくる動物の群れのようにも見えて、
ちょっと怖いような迫力を感じました。柔らかい光と最適な露出で
質感描写が特に優れています。
マミヤ7Ⅱ N80㎜F4L  f8  オート  ベルビア50

しっかりとした構図で、立山の初秋の一コマをイメージ豊かに表現
している点を評価しました。チングルマがキラキラと耀いて見える
光線の妙がこの作品の魅力です。
645AFD AF55-105㎜F4.5  f13  オート －0.3EV補正  フォルティアSP
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  60周年記念 MCCフォトコンテスト入賞作品

銅　賞
『冬の湖』　戸塚　勇（埼玉）

銅　賞
『新緑』　中田　友一（栃木）

岩に付いた氷がクラゲのように見える面白い景色です。自然の演出を捉えた観察力の賜物でした。
もっと近寄って撮るとデフォルメ効果でいっそう不思議さが増したことでしょう。
645AFD  AF35㎜F3.5  f22  1/30秒  ベルビア100

柳の新緑が緑のシャワーのように見えて木の強い生命力を感じます。空の青さと白い雲とが調和し
て独特の世界が醸しだされ、シンプルながら味わい深い作品になりました。
RZ67プロ  Z50㎜F4.5W  f5.6  1/125秒  ベルビア100



6

銅　賞
『森の宝石』　鈴木　洋一（新潟）

銅　賞
『朝霧に咲くあけぼのツツジ』　土岐　勝義（福岡）

自然の造形の不思議さと楽しさがいっぱいで、まるで童話の世界を見ているようです。質感を表現
するためにもう少し絞って被写界深度を深くした方が尚良くなった事でしょう。
645AFD  AF35㎜F3.5  f8  2秒  ベルビア100

霧に包まれた幽玄の世界が淡い色彩でしっとりと表現されています。霧の情景は単調になりやすい
ところですが、右に配置した木などで適度な遠近感を出している点に構成の上手さを感じます。
645AFD  AF80㎜F2.8  f22  1/15秒  ベルビア100
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  60周年記念 MCCフォトコンテスト入賞作品

入　選
『水草の景』　井川　クキ子（東京）

狙いを湖面だけに絞ったことで成功しています。ピントが隅々まで合っているの
は被写界深度の計算が正確だったからでしょう。もう一つ何かアクセントになる
ものがあるとさらに良くなったと思います。
645AFD  AF105-210㎜F4.5  f32  1/3秒  ベルビア50

コダック賞
『湖岸の風』　林　かつひろ（京都）

柳はもとより雲の効果で強風が見事に表現されています。せっかくのシ
チュエーションなので、もう少し空が焼けたらもっとドラマチックになった
であろうと残念に思います。
マミヤ7Ⅱ N65㎜F4L  f16  オート  E100VS

入　選
『縛られの樹』　松井　謙吾（神奈川）

広角レンズのデフォルメ効果を活かしてこの珍しい樹の特徴をうま
く捉えています。痛々しいような樹の質感と鬱蒼とした森の深さが
しっかりとした技術で表現されています。
645AFD  AF35㎜F3.5  f22  4秒  ベルビア100  PL
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入　選
『早春賦』　生瀬　弘（奈良）

入　選
『春の岩山』　亀岡　勇（千葉）

入　選
『凍結模様』　川野　豊彦（広島）

水中木の姿から自然の営みの力強さを感じます。フ
レーミングはベストですが、光線状態など何かもう一
つこの自然の力を盛り上げる要素があったら良かった
と思います。
645AFD  AF105-210㎜F4.5  f32  2秒  ベルビア100

まるで墨絵のようなしっとりとした味わいの作品で
す。辛夷の花が遅い北国の春を象徴してよい雰囲気
をかもし出しています。曇り日には空の分量を少なく
すると画面が締まって見えますので少しアングルを下
げても良いと思います。
マミヤM645  C80㎜F2.8  f16  1/8秒  ベルビア100

赤や黄色の落ち葉がアクセントになって画面に彩り
を添えています。氷の描く模様が、顕微鏡写真のよ
うに繊細で造形的にも面白く撮影の楽しさが目に浮
かびます。
645プロTL   ULD C300㎜F5.6N   f22   オート  
ベルビア100  LBB-4
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  60周年記念 MCCフォトコンテスト入賞作品

入　選
『吊し雲』　前田　吉之助（東京）
吊るし雲の形が少し崩れているのが残念です。雲は
刻々と姿を変えるのでシャッターチャンスは気が抜け
ませんが、それが又富士山撮影の楽しみではないか
と思います。
マミヤプレス23  100㎜F3.5  f16  1/60秒  ベルビア  UV

入　選
『天空の楽園』　山﨑　泰（栃木）
雲を主体にした構図で遠近感がよく出ています。さ
らにもう一つ雲の動きや光の強弱などで、ダイナミッ
クな要素が加わるとスケールの大きな山岳写真にな
ると思います。
RB67プロSD  KL180㎜F4.5L-A  f32  1/2秒  E100VS PL

入　選
『暁田春待』　岩澤　延恭（神奈川）
朝焼けの棚田をローキーな表現で印象的に捉えていま
す。大きく引伸ばすにはこのくらい黒が締まっている方
が良いかも知れませんが、応募の四つ切だと少し暗い
印象になっています。
RB67プロSD  C100-200㎜F5.2W  f8  1秒  ベルビア100F
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入　選
『湖畔の朝』　星野　勝彦（群馬）

入　選
『蒼い夜明け』　佐藤　進（東京）

静かな湖畔の朝のイメージはよく表現されています
が、ちょっとおとなしすぎる感があります。たとえば、
釣り人の動きを捉えて動と静を対比して見せるのも一
つの方法かもしれません。
RB67プロS  C50㎜F5.2  f22  1/2秒  ベルビア100  SL

夜明けのブルーがいい雰囲気を出しています。画面
左半分の立ち枯れの木と差し込んだ光の反射が魅力
的なので、そこを中心に構成するとよりフォトジェニッ
クな表現になるでしょう。
645プロ  C55-110㎜F4.5N  f11  オート－1/3EV補正  

入　選
『緑流』　大橋　茂夫（奈良）

カメラアングルが良いので新緑がひときわ鮮やかに映り込んでい
ます。緑の分量が多いせいかやや平面的に見えるので、手前や
左右の岸などを入れると立体感が出てくるかも知れません。
645AFDⅡ  AF105-210㎜F4.5  f22  8秒  E100VS  C-PL

入　選
『湯川の厳冬期』　西出　敬一（東京）

MCフィルターで青を強調しているので氷の冷たさが表現されていま
す。ただ、天候と時間によってはデーライトフィルムのままでも青く写
り、氷のデリケートな質感描写には優れています。
645プロTL  C35㎜F3.5N   f16   オート  E100VS  MC80A

プロビア400X
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  60周年記念 MCCフォトコンテスト入賞作品

入　選
『冬晴れ』　縣　信元（東京）

入　選
『紅に染まる』　丸山　俊男（東京）

入　選
『静寂』　荒川　信利（埼玉）

水に映った穂高の姿が小波に揺れて油絵のような
タッチになり、しかも、唐松の落ち葉や川原と一体
化して見えるのが不思議で面白いです。川をカットし
て上下を逆に見せるのも一案です。
645プロTL  C105-210㎜F4.5  f22  オート  ベルビア100F

色づき始めた木々が朝日に染まって一段と赤みを増し、本来は避けるべきフレ
アもここでは一役買っています。許容範囲ですが、わずかにカメラブレがある
のが残念です。
マミヤ7Ⅱ N80㎜F4L  f22  オート  E100VS  SL

森の小さな湖のひっそりとした佇まいが伝わってきま
す。全体を入れずに映り込みの部分だけで表現して
みるのも一つの手です。その方が、作者が思い描い
た静かなイメージに近いかもしれません。
マミヤ7Ⅱ  N80㎜F4L  f8  1/8秒  E100VS

入　選
『星の軌跡』　多田　弘（静岡）

橋杭岩と星との露出のバランスに苦労された事と思
います。ライトアップの状況もありますが岩がシルエッ
トになり星がもう少し明るく写ると理想的ではないで
しょうか。
マミヤ7  N80㎜F4L  f8  45分  プロビア400X
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入　選
『新緑の頃』　浦上　景一（東京）

入　選
『希望』　櫻木　進（神奈川）

入　選
『谷の雪模様』　川又　正卓（東京）

入　選
『光芒』　山本　貴一（新潟）

時期も構図も申し分ないのですが定番の撮影ポイントだけに点が辛く
なりました。カメラアングルの工夫や自然現象の演出などで独自の『竜
頭の滝』にトライして下さい。
マミヤ7Ⅱ  N150㎜F4.5L  f22  オート  ベルビア100  UV

空を広く入れたフレーミングに新鮮さを覚えますが、この景色にはや
はり朝焼けや夕焼けがお似合いだと思います。ちなみに、こうした構
図では望遠レンズより広角レンズの方が効果的です。
RB67プロSD  KL250㎜F4.5L-A  f22  オート  ベルビア50  PL

大きな足跡はウサギでしょうか？ほかにもたくさんあっていろいろ想
像を巡らすと楽しいですね。木を入れずに光と影の雪模様だけでまと
めてもイメージがより膨らんでくると思います。
C330プロフェッショナル  180㎜F4.5  f22  1/30秒  アスティア F

ここの棚田も年々景色が変わってきていると思いますが、風景撮影
も一期一会です。里山の貴重な記録として撮り続けて欲しいと思いま
す。定点観測も一つの手法ではないでしょうか。
645AFD  AF105-210㎜F4.5  f16  1/45秒  フォルティア
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撮影指導・作品選  花畑　日尚

JTB賞　
『木　道』　
入江　貞義（愛媛）

銀　賞　『つかのまの光』　荒川　信利（埼玉）

銀　賞　『雨あがり』　飯塚　光男（東京）

朝の瞬間、スポットのような光の決定的瞬間をよく押さえています。光が差した
短時間の間にこれだけのものを撮れたのはしっかりとした腕があるということで
す。ただ多少空の入れ方が中途半端な感じがするのが金賞との差を分けました。
マミヤ7Ⅱ N150㎜F4.5L  f8  オート－0.3EV補正  E100VS

手前をシルエットにしている露出の決め方が良かったです。空に露出を合わせて
雲の輝いた瞬間を見事にとらえています。この時は山に眼が行きがちな場面では
ありましたが、周囲の様子も良く観察し臨機応変に対応できています。最後まで
金賞と争いました。
RZ67プロⅡ APO  Z250㎜F4.5  f45  1/8秒  ベルビア50

金　賞　『映ろう池塘』　井川　クキ子（東京）
ピントがシャープで露出も申し分なく、写真としての狙いがきっちりとしていて素晴らしい作品に仕上がっ
ています。小さな池塘ですが、広角でうまくまとめ、風のない瞬間を待ってタイミングよく撮影されました。
思い切って上部を切り詰めたところが良く、オオシラビソの2本の投影が画面を引き締めています。季節感
もよく出ています。
 645AFD  AF55-110㎜F4.5  f22  1/8秒  ベルビア50

光と影のコントラストがいいですね。大胆に木道を入れているのでその影が効い
ています。少しゴーストが出ていますが直接太陽が入ってはいないので、少し移動
するかハレ切りをすれば防げたかもしれません。後ろの山荘の入り方が気になる
ところではあります。その2点がなければさらに上位に入選したかも知れません。
645プロ  C55-110㎜F4.5N  f22  1/15秒    E100VS  UV

　この秋は紅葉が早く、最盛期が過ぎてしまってい
たのが少し残念でしたが、まだまだ綺麗な木々が残っ
ていて何とか撮影できたので安心しました。初日は雨
も降りましたが、翌朝の劇的な変化には感動しまし
た。夜明け前の暗がりの中から日の出を待ちつつ撮
影したのも楽しいものでした。虹が出たり光がさした
りと、自然相手の撮影の醍醐味が味わえたのではな
いでしょうか。そのような状況下での撮影でしたので
審査も楽しませていただきました。ただ、毎回言って
いることですがピントを合わせる位置があいまいで中
途半端な作品が多く見られました。また、遠景のみ
のところで必要以上に絞りすぎた結果ブレた写真に
なっていたりということも多く見られたので、被写界
深度とシャッタースピードの兼ね合いをもう少し考え
て撮影してみてください。入選しなかった写真の中で
もすばらしいものが沢山あったのですが、その理由で
落選したものが数多くありました。私としても残念な
ので次回から頑張って欲しいと思います。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　  写真家　花畑 日尚
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入選　『晩秋の白樺』　 瀬谷　金雄（茨城）

入選　『秋　彩』　 飯島 精三（埼玉） 入選　『秋　色』　 古関 良一（東京）

入選　『秋模様』　 林　孝雄（東京）空の青をうまく生かした露出が良かったです。空に露出を合わせると樺がシ
ルエットになってしまうところですが、よく調子をだしています。樺を大胆に
入れている構図が良いのですが、その木が山の稜線で両断されているのが
残念です。樺を生かすなら下を切るか、下の草も面白いのでそちらを生かし
て多く入れるなど、主題をはっきりさせるとさらに良くなると思います。
マミヤ7Ⅱ N43㎜F4.5L  f22  オート  ベルビア100

一瞬の光だったので慌ててしまった事もあるのでしょうが、構図的に陰影の
バランスが崩れているような気がします。滝のあたりから下のみでまとめた方
が印象が強まるのではないでしょうか。手前の露出と色、撮影のタイミング
も良いだけに惜しい作品でした。
RB67プロSD  KL180㎜F4.5L-A  f22  4秒  ベルビア50  UV

ふと通り過ぎてしまいがちな風景を撮影された狙いが良かったです。ナナカ
マドの赤と緑、カンバの黄色を中心にまとめているのに好感がもてます。惜
しむらくは若干のブレがあるので、大きなフィルムサイズのカメラで望遠レン
ズを使用する場合は、レンズ側もしっかりと固定したほうが良いでしょう。
645AFD  AF APO300㎜F4.5IF  f16  1/20秒  ベルビア100

ダケカンバを中心として素直にまとめて撮影されています。水の反射がポイン
トになっているのですが、位置が下すぎるので、少しカメラを下に向けるなど、
もう少し画面の中心よりに入れたほうが良くなると思います。また、ポジを見
たところ、応募されたプリントがあまり良くなかったので損をしている印象で
す。ラボにもう少し注文を出して良くしてもらったほうが良いでしょう。
マミヤ7Ⅱ N150㎜F4.5L  f22  オート  ベルビア50

銅　賞　『秋　色』　浦上　景一（東京） 銅　賞　『錦　繍』　佐久間　弘（東京）
曇天下での撮影ですがダケカンバの幹の白さを活かした露出がよく、構図の切
り取りかたが絶妙です。ダケカンバの木の配置など安定した構図に好感がもて
ます。他の作品を見ましてもしっかりとした構図のつくれる方だと思います。
マミヤ7Ⅱ N150㎜F4.5L  f22  オート  ベルビア100  UV

一見何でもないような所で、難しい被写体をよくものにしています。手前のオ
レンジの楓の葉が画面に彩りを与え、奥の山との対比を成しています。また山
の部分の露出がオーバーと感じさせないように楓が中和しています。雰囲気が
あり、見れば見るほど味わいのある作品です。
RB67プロSD  KL250㎜F4.5L-A  f22  1/10秒  プロビア400X
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プロユーザー訪問

佐々木  加奈子
（ ささき  かなこ）

1976年仙台生まれ。
2001年米国イサカ大学ジャーナリズム
学科卒業、04年米国スクール・オヴ・ビジュ
アルアーツ大学院写真映像学科修了、06
年に文化庁新進芸術家海外留学制度で
英国ロイヤル・カレッジ・オヴ・アート大
学院へ留学。近年の展覧会に、個展『ウ
キヨ』（Gardian Garden、東京、08年）、グ
ループ展『ニューヨークフォトフェスティバ
ル Portrature』（アメリカ、08年）、『風景ル
ルル』（静岡県立美術館、08年）、『戦争と
芸術』（京都造形大学ギャルリ・オーヴ、
09年）など。

表紙　 Site of Russian Armies departure to attack Japan 103 years ago

マミヤ7Ⅱ/N80㎜F4LDeparture

　2006年に初めてバルト三国のラトビアを訪れた。
　1904年に日露戦争勃発の鍵となったロシア軍がバルト海のレオパーヤから日本へ辿り攻めた地
で、“ジャングルを歩く”というシリーズは始まった。極寒の海辺に浮かぶ要塞が目に飛び込んでき
た外はマイナス10度。道案内のアンドレスは小さい頃よくここで遊んだという。 普通12月の真冬の
時期には来ないらしいのだが。。。私は持参した夏ドレスに着替え、献花のため海岸へ向かった。寒
さに叫ぶ私を見守る横にアンドレスがシャッターを押す、史実にマーキングした事にする。（表紙）
　電車での永遠の別れ。（鉄道博物館で目にした木製の電車）
　永遠の別れの瞬間にならなければ、人間はドラマチックにはならない、今の人々の肖像。永遠
というコンセプトは現代社会ではなかなか味わえなくなってしまった。けど、自分はそう気づく前
に、電車に向かって大きく手を振ることが相手の心へつながる事と信じている。（Departure）
　時間。この煙がきっと、あの時居た地と、今の瞬間を結んでくれる。歴史はこうやって出来上
がっていくのだろうか？  この遠い地で思う事。（Time escape）
　その場に立ってみないと湧いて来ない感情や事実を信じて私は 忘れかけている物を探しに日本
を簡単に離れてしまう。ヨーロッパは私の過去をも呼び起こす土地、以前呼んだアンネの日記の
事実を確認し、彼女を思う。そんな私と共にいるのはマミヤ７II。人 と々出会う時、心が動き形な
る時、マミヤ７II は忠実に相手の空気を読みながら控えめにシャッターがきれる。
　オート設定でシンプルに撮れるから更に私は被写体の物語りに浸れます。
　全ての人々に大きな意味があり、その生き方に等身大で居る人々への尊敬の意味を込めて私は
写真を撮る事になる。言葉や生き方が違くとも、見えない糸で私達は繋がっているから。

Warlking in the Jungle （ささき  かなこ）佐々木  加奈子
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マミヤ7Ⅱ/N80㎜F4L

マミヤ7Ⅱ/N80㎜F4L

The depth

Time escape
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　マミヤカメラクラブ創設60周年を記念したイベント、スク
エアカメラ撮影会。デジタルカメラにもスクエアのフォーマッ
トが導入されるなど、今一度魅力が見直される今、かつてマ
ミヤが発売したスクエアカメラに限定しての撮影会を開催し
ました。
　第1回は日比谷公園での撮影会。晴れたり曇ったりの激しい光
線状況の変化に、皆さん露出に苦戦されているようでした。太
陽が出れば暖かい日だったのですが、まだ2月。曇るたびに寒さ
が襲ってきて早く太陽が出て欲しいと願うばかり。二眼レフカ
メラのCシリーズでの参加者が多かったのですが、蛇腹のマミ
ヤシックスを使われている方も居てある意味新鮮でした。
　第2回はJCIIにて山崎先生の講評会が行われ、みなさん撮影
会での写真をプリントしてお持ちいただきました。驚いたのは
マミヤシックスの意外な描写力。60年前のカメラとは思えな
いシャープな写真に仕上がっていました。スクエア写真での空
間の使い方や、フレーミングのコツなどを山崎先生に講義して
いただき、皆さん改めてスクエアカメラの楽しさを実感してい
ただけたようでした。

マミヤスクエアカメラ撮影会後記
マミヤカメラクラブ60周年記念イベントレポート

講師   山崎  正路

撮影カメラ：マミヤC330㎜プロフェッショナル   

第1回　2月6日（土）日比谷公園
第2回　2月13日（土）日本カメラ財団ビル



レポート：野村佳世

マミヤ７Ⅱ上達写真教室後記

秦先生撮影会
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　稲村ヶ崎での撮影会まで、ずっと天気予報を気にする毎日。数日前からの予
報は雨になったり曇りになったり。結局当日はどんよりとしたお天気だったの
でした。夕景を撮影する予定だったのを急遽変更し、江ノ電に乗り移動して御
霊神社での撮影から始まりました。降らないで、と願ったのもむなしく、やは
り小雨が降りだしました。日が暮れた後は浜まで降りて、江ノ島の夜景を撮影。
灯台がくるくるまわり、海面に写る姿は幻想的でした。
　新宿御苑での撮影会も、小雨混じる中での開催でした。しかし雨のおかげで
八重桜が咲き乱れる新宿御苑も人が少なく、花や幹も水滴で濡れて撮影には好
条件。花びらの上の水滴が光ってキラキラ。晴れていればこんなにゆっくり撮
影は出来なかったと思うと、恵みの雨でした。目が覚めるような強いピンクの
皐月も咲き、霧雨降る中ではありましたがカメラ日和な一日でした。
　最後は照葉峡への日帰りバスツアー。朝から太陽が照りつけ、暑くなりそう
な天気。予想通り、目的地へ到着したお昼過ぎには暑さはピークに。バスで渓
流を遡ったところから撮影がスタート。緩やかな坂道を降りながら撮影してい
きます。いくつもある滝を各々の撮影ポイントから撮影。唯一水の近くへ降り
られる場所は気温がやはり違うように感じました。最終地点までのペース配分
が難しく、最後はバタバタしてしまいましたが渓流を楽しんだ撮影会になりま
した。

　恒例になってきたマミヤ７Ⅱの写真教室、今回は全3回のシリーズで行いま
した。第1回の撮影は西武園駅から出発。「となりのトトロ」の七国山のモデル
になったという八国山緑地を抜け、西武線沿いに電車を撮影。線路沿いに菜の
花が咲いていて、なんともほのぼのした風景でした。北山公園では桜が咲いて
いて、山崎先生からのアドバイスもはさみつつ、春の季節を楽しみました。
　第2回は小湊鉄道。五井駅で売っているお弁当と一日フリー切符を買って
からの乗車です。切符は車掌さんが次の駅までの間に一人一人確認に来られ、
時刻表とにらめっこしながら乗り降りしている内に顔を覚えられて確認もされ
なくなりました（笑）。最初は雨模様だったお天気も、終点の上総中野に付く頃
には太陽が照りつけ、もう夏かと思うほど。上総中野駅ではいすみ鉄道のムー
ミン車両と並んで撮影。一日中鉄道を満喫しました。
　最後の撮影会は品川宿。身近な場所なのに、案外知らない北品川を歩いてき
ました。道幅は昔のままで少し狭く、たくさんの寺や神社がありました。その
中で、品川神社にある富士塚に登ることに。関西出身の私にとって、富士山信
仰があることは知識では知っていたのですが、富士塚を見たのも登ったのもこ
れが初めてでした。品川宿にちなんで、商店街のシャッターは殆どに東海道
五十三次が描かれていました。
　そのあとも小さいお寺を周って、3駅分歩いたあたりで雨がぽつぽつ。品川
宿の始まりから終わりまでを歩いた撮影会でした。

講師   山崎  正路

講師   秦  達夫

撮影：野村

撮影：秦  達夫

小湊鉄道

照葉峡

第1回　3月2日（火）稲村ヶ崎夕景撮影会 
第2回　4月23日（金）新宿御苑撮影会 
第3回　6月11日（金）照葉峡日帰りバス撮影会 
講評会　6月25日（金）東京都文化会館 

第1回　4月9日（金）武蔵野の桜・菜の花を撮る 
第2回　5月14日（金）小湊鉄道撮影会 
第3回　6月18日（金）江戸四宿 品川宿撮影 
講評会　7月9日（金）スポットセミナールーム
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フォトテクニックノート 講師   山崎  正路

マミヤではこれまでに多くのカメラを製造してきました。
マミヤ光機製作所として1940年にマミヤシックスが販売されて今年は創立70年と言う事もあり、
マミヤカメラの愛好者でスクエアカメラ講習会を開催しました。
今回はその講習会を誌面で再現してみます。

マミヤのスクエアカメラ①②
　スクエアカメラとは正方形のフイルムフォーマットのカメラでスクエアの
フイルムカメラは今でも作家やマニア、若い女性にも人気がありフイルムカ
メラの良さを再碓認できるカメラです。
　折りたたみ式スプリングカメラマミヤシックス、1948年マミヤフレッ
クスジュニアから始まる二眼レフカメラ、1957年レンズ交換可能なCシ
リーズ、異色の35mmスクエア判マミヤスケッチ、1989年距離計連動式
カメラニューマミヤシックスなどをお持ちのマミヤカメラファンにお集ま
りいただき撮影、講義と2日間講習会を開きました。
　カメラのタイプが変わると携帯性やカメラアングル、縦横比が変わる
ので出来上がる写真も違ってきます。デジタルカメラでも APS-C サイズ、
35mmフルサイズ、フォーサーズ、コンパクトデジカメそしてデジタルカ
メラバッグといったようにタイプも縦横比も様々です。
　フィルムカメラでも中判なら6×4.5cm判、6×6cm判、6×7cm判、6×
8cm判、6×9cm判とフォーマットがあり一眼レフ、二眼レフ、レンジファイ
ンダー、スプリングカメラなどがありますので目的に合わせたチョイスを
すると良いでしょう。
　現在のマミヤでは一眼レフタイプの645AFDⅢ、RZ67プロⅡDとレンジ
ファインダーのマミヤ7Ⅱがあります。645AFDⅢ、RZ67プロⅡDはそれ
ぞれ6×4.5cm判と6×7cm判ですが、デジタルバッグを取り付ける事がで
きるのでフォーマットを選べます。
　マミヤ7Ⅱは6×7cm判の純粋なフイルムカメラです。
マミヤ7Ⅱをトリミングしてスクエア写真に
　今はマミヤではスクエアカメラの販売はしていませんが、スクエア写真
を作る事はできます。前号のマミヤ7Ⅱの回でも書きましたが、マミヤ7
Ⅱを縦位置で構え、被写体に対し真直ぐに傾けずに撮影します。余ってし
まう下部はトリミングをする事を前提でスクエアにすると被写体にパース
がつかずにアオリのフォール撮影を作った事と同じ効果が得られます。
　正方形のフォーマットにしっかりと縦のライン、横のラインを出した見
栄えの良いスクエア写真を作る事ができます。
2眼レフのピントグラス③
　フルネルレンズのついていない時代の暗箱のピントグラスや古いカメラ
のウエストレベルカメラのピントグラスの見え方は、アイレベルカメラの
ファインダーと違い少しざらざらでくもりガラスの様にぼやっとしていま
す。ファインダーは絞り解放状態で見ている事でより美しく見えたりしま
す。はっきりきっちりとは見えないのですが、ノスタルジックな柔らかい
良さがあります。当然オートフォーカスではないのでピント合わせが必要
です。ミラーによる反転状態は画面構成や被写体を追いながら写すことは
かなり難しいので、画面構成はピントとフレームを決めたら、一度透視
ファインダーを使い垂直線をまずセンターで合わせて実像を見て考え構成
し、その後ピントグラスで再確認します。
モノクロフイルムで撮ってみる④
　古いカメラではフイルムの選択が重要です。モノクロフイルムではコン
トラストを必要とする場合、反対色のフイルターを付ける事でコントラ
スト強くする事ができます。風景などでは白い雲と青い空を明確にする Y
色のフイルター、ポートレート用では女性の赤い唇を強調する黄緑色のフ
イルターが流行した時もありました。また古い時代のレンズはシャープさ
がないものが多くコントラストも弱いのでフイルターも必要でした。
　現像時にコントラストを上げて荒い画像にする方法や、営業写真館のよ
うに多めの露出を与えて現像時間を短縮する事できめの細かさを追求する
などの独自の現像方法もありました。モノクロはフイルムの選択や現像方
法を自分流に見つける事が決めてです。

①

②

③
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カラーネガで自分の調子を見つける
　階調を残すにはポジフイルムよりラチチュードの広いネガの
方が優れています。軟調な写真を作るにはネガカラーの選択が
良いでしょう。プリントなら明るくオーバー目に仕上げる事も
できます。画質や正確にと言うよりほんわかムードを望む場合
にも都合が良い選択です。古いカメラの欠点を補う意味でもネ
ガフイルムは有効です。
ポジのコントラストとシャープ感
　ポジフイルムは撮影時に正確な露出で撮る事が求められます。
ネガよりラチチュードがせまいためです。講習会や、印刷原稿
では本来の色に近い再現性があるので都合の良いフイルムです。
　古いレンズシャッターは高速でも 1/300 秒、古くなると高
速はあまり正確とは言えずスローシャッターは粘りが出て安定
性を欠き、分解掃除をして調整することになります。古くなっ
ても修理ができるのも機械式カメラのよいところです。正確な
露出にはシャッター傾向を覚えて絞りでの調整が実用的で正確
です。
　半世紀も前のレンズの性能が現在のものと比べて良い訳はあ
りません。古いレンズはレンズ構成が単純で、コーティングも
無い物も多く逆光には弱い傾向にあります。くもりやカビ、レ
ンズのふきキズなどマイナス面も多くあります。この事をレン
ズの味とすれば、ソフトフォーカスレンズのようににじみとし
て使う事もできます。⑤⑥
パソコン修正で自由なプリント制作
　プリントを目的とするのが写真です。モノクロ写真は家庭暗
室でも楽しめますが、カラープリントは温度管理など難しいの
でデジタル化してパソコンでプリントすると自由度が広がりま
す。スキャニングでデータ化する事で色のズレやコントラスト
をコントロール出来るようになります。
デザイン的な仕上げのプリント⑦⑧⑨
　A4やA3の比率のペーパーにかっこ良くスクエアの写真を配置
する。目的を明確に紙の余白を無駄と考えずに、ホワイトスペー
スを活かします。データ化してパソコンで余白に文字などを入
れてかっこ良く仕上げます。フイルムの外枠や文字を入れるな
どパソコンからのプリントは自由に表現ができます。
アスペクト比（縦横比）の考え方
　印刷の目的で考えると写真は本や中刷り広告、ポスターなど
比率優先の写真になります。写真全体を活かす場合縦長横長が
はじめから決まっています。
　ノートリミングでの作品作りの場合好きな対角のカメラを選択
すれば良いのですが、2対3はほぼ万能な対角です。3対4は縦位
置で人物や山岳写真に都合の良い対角です。ハイビジョン9対16
は横長で広い風景に都合がよくヨーロッパの古い絵画にはかなり
横長の風景画がいっぱいあります。絵画では作品の対角は画家
が決めるので規格以外にも様々なアスペクト比が存在します。
　スクエアはどうでしょう。プリントするなら長方形の用紙に
対し一段下のサイズになり不経済ですが作品的には魅力的です。
真四角な画面はそれだけで作品になります。四角い画面ならで
はの周辺四隅落ちは目線を中心に導く効果があります。水平垂
直を取る事で画面づくりが安定して落ち着きが出せます。トリ
ミングではなく四角のなかの画面構成で縦長や横長の流れを意
識して作る事がコツです。
　フイルムカメラは一瞬を捉えると言う緊張感やフイルムなら
ではの質感があります。また機械式のため修理も可能なものが
多く50年以上の前のカメラでも楽しむ事もできます。フイル
ムカメラには写真の基本があり、デジタルとは違う表現もでき
るのです。

④ ⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨
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望遠レンズの手持ち撮影をもっとやってみよう

「タンポチェ（3867mからのアマダブラム（6856m）朝光」（ネパールヒマラヤ）

　山で望遠レンズというと、三脚！絞り込み！スローシャッター！

という連想が生まれ、次は重い三脚！極限までの絞り込み！スロー

シャッターなら何秒でも－－－というように大げさに広がってしま

うのが大方の傾向のようです。でもそれはいけない！！

　これではマミヤカメラやレンズの高性能に常にブレーキをかけ

ながら動かしているということになりかねないのです。

　作例をごらん下さい。カメラはマミヤ645AFD、レンズはAF 

ULD210ミリF4、AE、AF。手持ちでデータは画面表示のように、

絞りF4（つまり開放）シャッター速度は1/350秒。これでブレな

く中遠景にある旗の列（タルチョ）から遠景の山まで充分必要な被

写界深度に入っている。（PLフィルターはなし、但しフィルム感度

は2倍増感、つまりISO100を200にしている。コダックE100G）

　これがカメラ・レンズの実力を生かした成果です。

　ふつう携行性がよく考えられたカメラはグリップについてやハン

ドリングなど、手持ち撮影向きに便利なように人間工学的に各操

作部分がレイアウトされているものです。マミヤもRBもRZもマミ

ヤ7Ⅱもこの645AFDもデジタルのZDもそうです。だからもっと手

持ちの使い勝手を追求すべきなのです。

　しかし望遠レンズは長大なレンズになると確かにカメラブレし

やすい。でもレンズの焦点距離ミリ逆数のシャッタースピードなら

まず手持ち大丈夫という実用上の実績がある。これをもっとポジ

ティブに活用することである。

　つまりシャッターはなるべく速いほうがよい。そのためにレンズ

の絞りを開放に近くセットしたり、フィルム感度を上げて対処する

など最大の努力を試みる（もしZDのデジタルなら必要コマ分だけ

感度を上げることができる）この作例の撮影に私は別に“秘術”

を使ったわけではありません。カメラやレンズの性能、以前から

ある1/4000秒までのAE 連動のシャッターの正確さ、などの実績

を信頼して、ごく常識的な活用法を効果的に行っただけです。

　いささか当然にすぎますが、〝百聞は一見にしかず〟といいます。
三脚の立て場のない山の中でも自在なアングルの撮影をアクティ

ブに考えて望遠手持ち撮影をもっと試してみてはいかがですか？

山岳写真のススメ 8 川口  邦雄
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※訂正
マミヤギャラリーVol.１７、12ページの屋久島撮影会フォトコンテストにおきまして、入選者のお名前が伊藤良雄様になっていおりますが伊藤好雄様の
誤りでした。ここにお詫びして訂正いたします。

中判カメラから大判カメラまで対応できる頑丈な小型雲台です。可
動部の摺り合わせ面の平面性を極限まで高めており、適度な滑らか
さとトルクが得られます。
・ 大型カメラの重量に耐える頑丈さ
・ スムーズな操作性   
・ レバー式でかさばらない
・ ブレーキレバーのストップ位置はワンタッチ変更可能
素材　アルミ削りだし
高さ　120㎜　  
重さ　800g
カメラ取り付け部　60×80㎜
三脚取り付け部　　 80㎜
会員特別価格　94,500円（税抜価格 90,000円）
オプション：ネームプレート名入れ　3,000 円

●なめらかな操作の小型3WAY雲台

MCC ORIGINAL GEAR（下記の商品につきましては、現金販売のみとさせて頂きます）

マミヤカメラクラブ撮影会案内

マミヤカメラクラブ創立60周年MCCフォトコンテスト入賞作品展

Photo Community Galleryがスタートします。

MCC 3D雲台

標高2612ｍのホテル千畳敷に宿泊。眼前に迫る千畳敷カールは一度は撮影したい被写体です。

マミヤカメラクラブの創立60周年を記念した
MCCフォトコンテストの入賞作品展を開催します。

マミヤカメラクラブ、コダックフォトクラブ、ハッセルブラッド
クラブ合同の画像投稿サイトがスタートします。皆さんのお好き
な画像を無料でインターネットのギャラリーとして公開ができま
す。フォトコンテストなどの企画も盛りだくさん。是非アクセス
してください。
http://photocom.jp/

中央アルプス　千畳敷撮影会
2010年10月1日（金）～2日（土）
講師：秦達夫先生
宿泊：ホテル千畳敷

日程2010年10月21日（木）～10月27日（水）
場所：アイデムフォトギャラリー「シリウス」  
　　　   〒160-0022  東京都新宿区新宿1-4-10  アイデム本社ビル2F
TEL：03（3350）1211　FAX：03（3350）1240



　写真を楽しむ、学ぶ、そして集う。

　写真を通して写真を語り、撮影技術の向

上を目指す方のためのクラブです。

　マミヤカメラをご愛用の方ならどなたで

もご入会できます。

　講師指導の撮影会やクラブ員の全国フォ

トコンテスト、セミナーなどを実施してい

ます。

　撮影会では機材の無料貸出しがあり、使

用してみたいレンズなどを試せます。

　宿泊撮影会ではセミナーが開かれ講師

のアドバイスが得られるほか、愛機のクリ

ニック（点検・清掃）も受けられます。会員の

方には、修理割引・オリジナルグッズ特別斡

旋などの特典があります。

写真を楽しむ・・・、
学ぶ・・・、そして集う。

入会金：1,050円（消費税込み）
会　費：4,200円（消費税込み）2年会費
手　続：入会のご案内（払込取扱票付き）を事務局にご請求下さい。

MAMIYA  CAMERA-PHOTO  LIFE  SUPPORT
マミヤカメラクラブ

マミヤカメラサービスセンター

　修理をはじめオーバーホール、清掃などを専門に承ります。また、マミヤ全機種

を展示。実際に手にとって操作感や質量感を確かめられるとともにお客様の個性

に応じた商品選定などのアドバイスも提供しています。

　また、操作上の疑問にもお答えしています。電話、ファックスでも承ります。

クラブ員特典

●クラブ誌「マミヤギャラリー」の配布
　クラブ員の皆さまの写真をより多く公表
　する場としてのクラブ機関誌「マミヤギ
　ャラリー」を年 2回配布します。
●修理代金の割引
　ご愛用のマミヤ製品の点検・修理を依頼
　する場合には、通常の修理代金より割引
　いたします。
●マミヤカメラクラブメール
　クラブ主催のイベントや新製品情報など、
　写真に関する情報をいち早くお知らせい
　たします。
●マミヤオリジナルグッズの特別斡旋販売
　マミヤ特製オリジナルグッズをクラブ会
　員特別価格でご提供させていただきます。

入会のお申し込み・お問合せは
マミヤカメラクラブ事務局
〒112-0004    東京都文京区後楽1丁目2-2   ココタイラビル 5F 
TEL.03-6748-1988

この会報誌は最高級の美術印刷技術HBP-700 を使用しています。

〒112-0004    東京都文京区後楽1丁目2-2   ココタイラビル1F  
TEL.03-6748-1983  FAX.03-6748-1991

東京サービスセンター  TEL 03-6748-1983  営業時間  9：00～17：50

土、日、祝日は休業


